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源論*』Discous sur l’origine de l’niégalité parmi les hommes（1755）、『新エロイー
































 フランス郵政省は、1956 年に「偉人シリーズ」として 6 種の記念切手を発行した。そ
の額面と意匠は 8 フラン：Petraruch（イタリアの詩人）、12 フラン：J. B. Lully（イタリ
アの音楽家）、15 フラン：J. J. Rousseau（スイスの思想家）、18 フラン：Franklin（アメ







                                                   
4 Britannica（2008）「ルソー」 
5 新村（2008）「ルソー」p.2977 




























英語版 Encyclopǽdia Britannica 11（9 版 1886 年版）には、ルソーの家系について「pure 
French origin10」とある。Britannica 10（1987 年版）には「French philosopher, writer, 
and political theorist whose treatises and novels inspired the leaders of the French 
                                                   
8 （同上書）p.148 
9 ギブニー（1974）p.794 
10 Britannica 11（1886） 
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   ジャン=ジャック・ルソー Jean－Jacques Rousseau 






























































































                                                   
22 松平（1998） 









































































（Clarens）、ヴヴェー（Vevey）、チェンバレーのレ・シャルメット（Chaméry - Les 
Charmettes）、モチエ（Motiers）、イル・ド・フランスのエルムノンビル（Ermenonville）









































ルは 1712 年 7 月 7 日に亡くなった。それは現代で言うところの周産期死亡であった。 
 
３．父との読書 
 1720 年、ルソーは 10 歳になっても正規の学校教育ではなく、父からの家庭教育で養育
された。7 歳の時のことを「父が仕事をしているあいだ、わたしはそばで読んできかせた。















































































































８．レ・シャルメット Chaméry - Les Charmettes 










































































































































































































































































































































〈図表 8〉            〈図表 9〉 







































































































































































































































































































































































































































                                                   



































  わたしはルソーRousseau という名の綴り字をいれかえて、ヴォソール Vaussore とし
て、ヴォソール・ド・ヴィルヌーヴと名のった。138 
――ルソー著『告白』―― 







































   anagram「字謎」元来は一語の文字の逆読みの意であるが、ふつうには語・名前・
句などの文字を解体して新しい語や句を作る工夫をいう。たとえば語では live を書き
かえて evil とするたぐい。また語句では Dr. Burney が Nelson を賛えて‘Honor est 
a Nilo,141’（Honour is from the Nile.）（ほまれはナイル海戦にあり）と言ったが、そ
の‘Honor est a Nilo’は‘Horatio Nelson’の文字を並べ替えてできた anagram で




                                                   
139 （同上書）p.397 
140 （同上書）p.241～242 











 chiasmus ［kaiǽzməs］「交差対（つい）句法、交錯配列法」 修辞学用語で同一の文
中で同じ関係の節の語句の順序を逆にすること。たとえば I dare not fight, flee I cannot. 
（戦う勇気はなし、逃げるわけにもいかぬ）。この文は 
 
I dare not fight, 
X 
flee I cannot. 
 
というようにギリシア文字のχ（カイ）字形に並べられるから chiasmus という。143 
 また、他の辞書には、以下の例がある。 
 


















                                                   
143 （同上書）p.54 










葉に注目する。フランス語で「捨て子」は一般に enfant abandonné と表現されるが、も
う一つ enfant trouvé という表現がある。後者の表現において、enfan は「子ども」、trouvé
は「見つかった」である。trouvé の近似の単語に trouvaille があり、それは「掘り出し物、
思いがけない発見、すばらしい着想、独創的な考え」という意味である。 
 捨て子のフランス語でのニュアンスは、捨てたという原因に由来するのではなく、見つ
かったという結果に由来する。とすれば enfant trouvé の直訳として「見つかった子ども」
または「思いがけなく発見した子ども」と翻訳できるであろう。そして、この訳語はルソ
ーが『エミール』で称えている「子どもの発見」を暗示させる。 
 捨て子は戸籍に登録されないことにより「私生児」となる。私生児はフランス語で enfant 















                                                   













         Rousseau 
           ↓ 
Robinson Crusou ＝ deserted island 
↓ 
    deserted child 
      ↓ 





 ついで Zurück zur Natur! （自然に帰れ）から、「子どもの発見」（découverte de l’enfant）
の熟語を宝石と見立ててアナグラム構成する。作り方で基軸になる部分は、Zurück zur 
Natur!の Natur の意味を反映させて enfant naturel とする。次に、ルソーの偽名の術で





         Rossignol
自然美を知らせる使者
――→Rousseau 
                    ↓ 
       ┌―――――――→―――Vaussore
逆転させた偽名
――→――――――┐ 
  découverte de l’enfant                   Zurück zur Natur 
          ↑                        ↓ 
         enfant trouvé                enfant nature 
          ↑                     ↓ 
         child education                fìglio dell’amore 
             ↑                 ↓ 
           éducation familie―→Émile――→natural child 
                      ↓ 













1785 年 死亡……19,202 洗礼……19,148 結婚……4,343 捨子……5,082150」という











































  人は子ども時代とはどういうものであるかということをちっとも知らない。154 
  子どもについてまちがった観念をもっている。155 



































































































































































 『エミール』には、「空想の国171」（pays des chimères172；ein Utopienland173；a land 
of fantasies174）についての議論があり、ドイツ語訳では Utopienland（ユートピア島）と
いう訳語が使われている。 
















172 『エミール』フランス語版 段落番号[31:] 
173 『エミール』ドイツ語版 2 









   L’île du genre humain, c’est la terre;179（ルソーの原典） 
   Für das menschliche Geschlecht kann die Erde als eine solche Insel gelten.180 
（独訳） 
   The island of the human race is the earth;181（英訳） 




















  ――わたしが求めているもの、それは、そう広くない一片の土地、 
    庭もあり、そこに家近く湧き出る清い泉もあり、 
    また小さい森もある……185      ――ルソー著 吉澤訳『エミール』―― 
                                                   
178 ルソー（1965c）p.228 
179 『エミール』フランス語版 段落番号[561:] 
180 『エミール』ドイツ語版 27 









































                                                   
186 吉澤（1978）p.249 










   Tout est bien sortant des mains de l'Auteur des choses, tout dégénère entre les 
mains de l'homme.190（ルソーの原典） 
   Alles ist gut, wenn es aus den Händen des Schöpfers hervorgeht; Alles entartet 
unter den Händen des Menschen.191（独訳） 
   Everything is good as it leaves the hands of the author of things, everything 
degenerates in the hands of man.192（英訳） 
   God makes all things good; man meddles with them and they become evil.  He 
forces one soil to yield the products of another, one tree to bear another ’s fruit.193   
（歴史的英訳） 
   「万物をつくる者の手をはなれるときすべてはよいものであるが、人間の手にうつ
るとすべてが悪くなる。194」（今野一雄訳：これは文学的な訳調である） 
   「創造主の手から出る時には、すべてが善いものであるが、人間の手にかかるとそ
れらがみな例外なく悪いものになってゆく。195」（長尾十三二ほか訳：これは教育学
的な訳調である） 
   「万物を創る神の手から出るときにはすべては善いが、人間の手にわたるとすべて
が堕落する。196」（平岡昇訳：これは哲学思想的な訳調である） 
   「万物の創り主の手を離れるときすべてはよいのに、人間の手の中ですべてが悪く
なる。197」（小西壽幸訳『フランス名句辞典』より：これは辞典的な訳調である） 






                                                   
189 （同上書）p.52 
190 『エミール』フランス語版 段落番号[10:] 
191 『エミール』ドイツ語版 2 
192 『エミール』英語版 段落番号[10:] 









































  Retournez dans votre patrie203,（ルソー原典） 
  Kehren Sie in Ihr Vaterland zurück204,（独訳） 
  Return to your own country205,（英訳） 





203 『エミール』フランス語版 段落番号[1095:] 
204 『エミール』ドイツ語版 11 
48 
 
  「あなたの国へ帰るのだ。206」（今野訳） 
  「あなたの祖国に帰りなさい。207」（長尾ほか訳） 
  「あなたの祖国へもどり、208」（樋口訳） 
 
日本語の「国」に対応する英語はいくつかあるが、national と nature は語源的に近似
の関係にあり、どちらも「生れる」の意を原義とする。とすると、ルソーが「国に帰れ」
と言う場合、そこには「自然に帰れ」という意味が含意されていると解釈できるであろう。




『PRO PATRIA（国へ：社会福祉基金）1962 年ルソー生誕 250 年記念切手』 
 
 フランス語の patrie は、ラテン語で patria である。ルソーと patria の関係を示す記念
碑として、以下にスイスの記念切手を資料としてみる。郵便切手は、ある意味で最小の公
文書といえる。1962 年ルソー誕生 250 年を記念した切手には、ルソー肖像に添えて Pro 








  Ah, retournons dans notre chaumière,.210（原典） 
  in ihre Provinz zurückkehren211（独訳） 
  Ah, let us go back to our cottage,212 （英訳） 
                                                                                                                                                     





210 『エミール』フランス語版 段落番号[1364:] 
211 『エミール』ドイツ語版 21 
49 
 
  「ねえ、あたしたちの田舎の家に帰りましょう、213」（今野訳） 
  「ねえ、私たちのあばら屋に帰りましょうよ、214」（長尾ほか訳） 
  「おお！ 私たちの藁ぶきの家に帰りましょう。215」（樋口訳） 
 
 フランス語の「retour」という単語には「（もとの場所・状態に）帰る（戻る）こと、帰










  「わたしは、田園（campagnard aux champs）へ行って自分の都市を建設したり、
地方の辺鄙なところへ行って、わたしの部屋のまえにチュイルリの庭園をつくったり
するようなことはしないだろう。どこか、さわやかな木蔭（ombragée217）のある気













                                                                                                                                                     

















  『エミール』には木蔭を憧憬する、以下の叙述がある。 
 
   「わたしは、田園（champs）へ行って………どこか、さわやかな木蔭（ombragée）












   Onbra mai fu di vegetabile, 
cara ed amabile, soave più. 











                                                   


















 （1）英語版 Encyclopædia Britannica（1987）では、項目「Jean-Jacques Rousseau」
の説明に「returning to the thought that man is good by nature227」との説明がある。ま
た、項目「Education」において、ルソーの教育論の説明部分に「revert in back to nature228」
との表現が見られる。 
 （2）日本語版『ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典 6』（1974）の項目「ルソー」
の説明には「「自然に帰れ」と説いた。229」とある。しかし『ブリタニカ国際大百科事典』
（1975）の大項目「ルソー230」の説明には「自然に帰れ」の文言はみあたらない。なお項
目「自然に返れ（retour á la nature！）」は初版の『小項目事典』（1972～）には見当たら
なかったが、のちの電子辞書版では掲載され、「自然状態を黄金時代であったと主張したこ




曲：遠藤実）では「赤い夕日が 校舎をそめて ニレの木陰に 弾む声………」とあり、
アグネスチャンがアルバム『はじめまして青春』のなかの《思い出をしまう鍵》で「楡の
木に自転車を立てかけて……」と、「楡の木陰」を歌っている。 
227 Britannica 26（1987）p.1003 
228 Britannica 23（1987） p.48 




とから生まれた標語231」との説明がある。この項目の掲載では retour á la nature が原典
であると示していることになる。この表現は、上掲の『現代フランス語辞典』（1993）の





































237 （同上書） p.114 






























































































































































   Il faut qu’il travaille en paysan et qu’il pense en philosophe, pour n’être pas 
aussi fainéant qu’un sauvage.252（ルソー原典） 
   Er muß arbeiten wie ein Bauer und denken wie ein Philosoph, damit er nicht 
das müßige Leben eines Wilden führe.253（独訳） 
He must work like a peasant and think like a philosopher if he is not to be as 
idle as a savage.254 （英訳） 
  「かれは農夫のように働き、哲学者のように考えなければならない。そして未開人の
ようなのらくら者になってはいけない。255」（今野訳） 
                                                   
250 森（1971）「ルソー」p.513～514 
251 ルソー（2001）p.195～452 を筆者要約 
252 『エミール』フランス語版 段落番号 [712:] 
253 『エミール』ドイツ語版 35 

















































































                                                   
261 ルソー（1983b）p.491 










































                                                   
265 小林（1970）p.197 
























































































































































スが『音楽論』De Musica で「音楽は正しく音を動かす 知 識
スキエンテイア
である Musica est 

































   「音楽」――私たちの《音楽》が、魂のもろもろの動きにほとんど影響を及ぼすこ
とがないにしても、それは逆に肉体に感覚的に働きかけることは可能である。舞踊ぐ
もの話がその証拠だが、これはここでは喋々するまでもなくあまりにもよくしられて














































































音楽療法に従事する専門職として music therapist の職制が確立し、大学にその養成




























せたのであるが、1988 年の第 2 版への改定から、現在の電子辞書版まで「芸術療法」の
項目に集約されて「音楽療法」での掲載はない。 
 なお「芸術療法」は、第 3 版では大項目辞典の「精神医学」の項目の「力動的精神療法
292」の節でも掲載がある。内容は省略。 
 

































































する理論はまだ確立していないが、アメリカでは音楽療法士 music therapist の養成





































 同じく 1990 年の『現代用語の基礎知識』には、「健康・医療」の章に「音楽療法」の内
容がある。それは「ストレス産業」の項目で以下の掲載である。 
 




























































  おんがく－りょうほう －レウハフ 【音楽療法】 《名》 音楽により病的な心理
状態を治療すること。音楽を聴くことを主とする消極的治療と、患者自身が合唱や合
奏に加わる積極的療法とがあり、社会的協調性や活動力をたかめるなどの効果がある。












いる。この『現代用語の基礎知識』の最新版である 2011 年版を以下に掲載する。 
 



























請を目標の一つとしており、01 年 4 月には、構成 2 団体（日本バイオミュージック学









 翌 2005 年版には医療の分野である「健康」の章に移されている。 
 
音楽療法 music therapy 
 日本音楽療法学会では、「音楽の持つ生理的、心理的、社会的動きを用いて心身の障
害の回復、機能の維持・改善、生活の質の向上、行動の変容などに向けて、音楽を意
















 朝日新聞社編纂の『知恵蔵』は 1990 年から 2007 年まで刊行された。この種の年鑑では
新規参入の類にあたる。「音楽療法」について以下の記載がある。 
 
音楽療法  music therapy 






 本論での引用は 2006 年版であるが、2005 年版も同一内容の記載である。紙での出版は























目は見当たらない。こちらも 1984 年改定版で「芸術療法」の項目に集約される。 
 『現代用語の基礎知識』に初めて「音楽療法」の項目が登場したのは 1983 年で、「心理
学用語の解説」の項目である。外来語としての項目「ミュージック・セラピー（music 
therapy）」があり、その翻訳として「音楽療法」という言葉が付加されている。 
 1985 年：小学館の『日本大百科全書』には「音楽療法」の項目がある。 








 2001 年：小学館の『日本国語大事典』は 1976 年の初版には「音楽療法」の項目がなか
ったが、2001 年第二版に掲載される。 

































































































































































































































































































































































































































                                                   
325 この子守唄の完全な歌詞は Tircis, je n’ose／Ecouter ton chalumeau／Sous l’ormeau;
／Car on en cause／Déjà dans notre hameau.／Un Coeur s’expose／A trop s’engager／





















































































                                                   
330 福祉士養成講座編集委員会編（1997）p.210 
331 Robert N. Butler（1927～ ）アメリカ、マウント・サイナイ医学センター教授。 
332 福祉士養成講座編集委員会編（1997）p.210 













































































                                                   
























































































   子どもはそれほど繊細ではないが、大人と同じようにはっきりした味覚をもち、同














































































   音楽は、さまざまな心理作用を人間に及ぼし、それによって人間の精神機能の平衡
を保つのに役立っている。いわば音楽は心のホメオスターシス（恒常性）を演ずる調
整剤の機能を果たしていると考えることができる。 
   これに関る音楽側の要因として、「カタルシス」とか「ヴェンティレーション」（通
風）などの心の浄化作用が挙げられ、また「同質の原理」（アルトシューラー）も深く
これに関っている。359          ――『標準 音楽療法入門』（1998）―― 
 







































362           ――ルソー著『マルゼルブ院長あての四通の手紙』―― 






































   この考えは、生命についての無益なあらゆる心配から、私を引き離しただけでなく、
それまでいやいやながら強制されていた、うるさい治療からも、私を解放してくれた。




































































































                                                   
372 （同上書）p.188 































走」（Die Entführung aus dem Serail）、「フィガロ」、「ドン・ジュアン」（Don Juan）、









































































































いていることがうかがわれる。なおこの手紙の書かれた数か月後の 1778 年 7 月 2 日にル
ソーは亡き人となった。 
 
  父（在ザルツブルク）へ 
〔マンハイム 1778 年 2 月 7 日〕 






























   十歳ですばらしくうまくクラブサンを演奏したイギリス娘のことをパリの人はみん














年に出版された後、モーツァルトが 1763 年、7 歳のときにフランスの宮廷で、クラヴサ
ンで自作のソナタを演奏したことが新聞に載って、それを読んだルソーは同書の注で「そ
の後、七歳の男の子がもっと驚くべきことをやっている。390」――ルソー著『エミール』：
















「《村の占師》の初演は 1752 年 10 月 18 日のパリ郊外フォンテーヌブロー離宮でおこな
われた。ルソーは普段着のまま、しかも髭もそらずに、初演に加わった。国王、ポンパド
ゥール夫人、盛装した人たちが来場した。オペラは、観客を感動させ、陶酔させた。演技




                                                   
389 ルソー（1962）p.249 
390 （同上書）p.391 









opéra  Le devin du village（仏語） 
































































                                                   
396 （同上書）p.3 



















































  父（在ザルツブルク）へ 
〔パリ、1778 年 7 月 3 日〕 


























1787 年 3 月中ごろに父レオポルドが重い病気にかかった。モーツァルトは父にあてて、
死の思いをめぐる切実で感動的な手紙を書いている。 








  父（在ザルツブルク）へ 











この手紙を書いたのは 4月 4 日である。その後 4 月末には、モーツアルトも重病になる。
5 月末、父レオポルドは 67 歳の生涯を閉じる。その 1787 年に作曲されたのがオペラ《ド





















                                                   








   ダ・ポンテ（在トリエステ）？へ 
〔ヴィーン、1791 年 9 月〕 



















































むすんで ひらいて 手をうって  
むすんで またひらいて 手をうって その手を 上に417 
――伝；ルソー作曲―― 
 部分拡大→  
〈図表.21〉 
株式会社小学館スクウェア編（2007）『ぐりこえほん どうよう「むすんでひらいて」』 




















Sweet Melissa, lovely maiden!  Would’st thou know what absence does, 
Ask the flow’r so quickly fading why its fint no longer glows? 






























ほるぷ出版編（昭和 51:1976）『名著復刻 日本児童文学館 11 文部省編 小學唱歌集 初編  































































































































































                                                   
434 海老沢（1978）p.2 






































                                                   
436 徳洲（2006）p.3 
437 Hz（ヘルツ）；振動数の単位。1 秒間の n 回の振動を n ヘルツという。新村（2008）
「Hz」p.2536 



































































































































































































































































































   ②自分自身に満足する自然な状態に帰るための音楽行為 
   ③人が自ら本性的な自然に帰る自助努力を促すための音楽行為 
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